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議    長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 会（午後１時１５分） 

 

定刻になりましたので、ただいまから、令和元年度第１０回総会を開催いたしま

す。 

 

それでは、本日の出席委員数について報告いたします。 

１９人中１７人の出席で、過半数以上の出席でございますので、会は成立いたし

ております。 

なお、欠席届が、上四元委員、室屋委員から出されています。 

 

桜島の発表委員は、１７番委員に変更になります。 

 

次に、議事録署名者を決めなければなりませんが、私からご指名申し上げてよろ

しいでしょうか。 

 

（異議なしの声） 

 

それでは、有村浩一委員、松下委員にお願いいたします。 

 

今回は、会長の依頼により、農政総務課の担当者に出席していただいております。 

 

次に、議事参与の制限についてお知らせいたします。 

議題７．｢農用地利用集積計画に関する件」につきましては、議事参与の制限と

なっておりますのでよろしくお願いします。 

 

それでは、議題の審議に入って参ります。 
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議              題 

議題１．農地法第３条許可申請に関する件 

１ページ～６ページ １０件 

議    長 それでは、議題１．「農地法第３条許可申請に関する件」を審議します。 

まず、伊敷、６番委員お願いします。 

 

６ 番 委 員 ご報告します。 

番号１号、譲受理由：受贈、譲渡理由：贈与、権利の種別と内容：所有権移転、

贈与。 

以上です。 

 

議 長 次に、吉田、１８番委員お願いします。 

 

１ ８ 番 委 員 ご報告します。 

番号２号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。 

以上です。 

 

議 長 次に、桜島、１７番委員お願いします。 

 

１ ７ 番 委 員 ご報告します。 

番号３号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。 

番号４号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。 

以上です。 

 

議 長 次に、喜入、１０番委員お願いします。 

 

１ ０ 番 委 員 ご報告します。 

番号５号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。 

番号６号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。 

番号７号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。 

番号８号、規模拡大、農業廃止、所有権移転、売買。 

番号９号、相手要望、農業廃止、所有権移転、売買。 

以上です。 

 

議 長 次に、松元、３番委員お願いします。 

 

３ 番 委 員 ご報告します。 

番号１０号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。 

以上です。 
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議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。 

別冊資料１にありますように、今回の第３条案件、農地法第３条第２項各号には

該当しないため、許可要件の全てを満たしております。お目通しをお願いいたしま

す。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題１．「農地法第３条許可申

請に関する件」１０件につきましては、原案どおり許可することに決定し、申請人

に許可書を交付することといたします。 

 

 

議題２．農地法第４条許可申請に関する件 

７ページ １件 

議    長 次に、議題２．「農地法第４条許可申請に関する件」を審議します。 

それでは、伊敷、６番委員お願いします。 

 

６ 番 委 員 ご報告します。 

番号１号、転用目的・施設等：車両置場、貸車両置場１２５．００㎡、転回場等

５０９．００㎡、周囲の状況及び被害防除計画：東・南…宅地、西…他人田、北…

農道、境界…土留、雨水…農道側溝。 

この件について補足して説明します。 

申請地は中古車置場として転用するものです。 

なお、申請地は現地調査の際、土砂仮置き場として無断転用されていたことから、

申請者に始末書の提出を求め、農地法の許可なく、今後はこのようなことが無いよ

う、指導を行ったところであります。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、調査員から説明がありました。 

今回の第４条案件の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、第２種

農地に該当すると判断されます。お目通しをお願いいたします。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題２．「農地法第４条許可申

請に関する件」１件につきましては、原案どおり許可するものと決定し、申請人に

許可書を交付することといたします。 
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議題３．農地法第５条許可申請に関する件 

８ページ～１４ページ １７件 

議    長 次に、議題３「農地法第５条許可申請に関する件」を審議します。 

まず、谷山、１４番委員お願いします。 

 

１ ４ 番 委 員 ご報告します。 

番号１号、権利の種別：所有権移転、売買、転用目的・施設等：一般住宅、住家

１棟１２５．４５㎡、庭敷地等２７７．５５㎡、周囲の状況及び被害防除計画、東・

西…宅地、南…里道、北…水路、境界…ブロック積、雨水…里道側溝、汚水…合併

浄化槽。 

番号２号、賃借権、設定、仮設事務所、事務所１棟１６０．７２㎡、駐車場等１，

２７８．２８㎡、東…私道、西…山林、南…山林、雑種地、北…水路、境界…土留、

雨水…自然流下、汚水…仮設トイレ。 

この件について補足して説明します。 

申請地は来年４月に行われます選挙のための事務所として一時的に転用し、終了

後、農地に復元するものです。 

なお、申請地は現地調査の際、土砂仮置き場として無断転用されていたことから、 

代理人を通じて、始末書の提出を求め、農地法の許可なく今後はこのようなこと

が無いよう、指導を行ったところであります。 

番号３号、所有権移転、売買、建売住宅、住家３棟１８６．８１㎡、通路９３．

００㎡、庭敷地等４４８．１９㎡、東…渡人畑、里道、西・南…宅地、他人畑、北

…宅地、他人畑、渡人畑、境界…コンクリート擁壁、雨水…里道側溝、汚水…合併

浄化槽。 

番号４号、所有権移転、売買、駐車場、駐車場４３．００㎡、東・南…宅地、西

…市道、北…山林、境界…土留、雨水…自然流下。 

以上です。 

 

議    長 次に、吉野、１３番委員お願いします。 

 

１ ３ 番 委 員 ご報告します。 

番号５号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟５８．６３㎡、車庫１棟４５．

００㎡、庭敷地等３４７．３７㎡、東…他人畑、西…里道、南…渡人畑、北…山林、

境界…ブロック積、雨水…里道側溝、汚水…合併浄化槽。 

番号６号、所有権移転、売買、植林、クヌギ１５本１６６．３７㎡、法面等３３

８．６３㎡、東・南…雑種地、西…市道、北…宅地、境界…土留、雨水…自然流下。 

以上です。 

 

議    長 次に、吉田、１８番委員お願いします。 
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１ ８ 番 委 員 ご報告します。 

番号７号、使用貸借権、設定、駐車場、駐車場１３１．００㎡、東・南…貸人畑、

西…宅地、北…市道、境界…ブロック積、雨水…市道側溝。 

この件について、補足して説明いたします。 

申請地は、過去に駐車場として無断転用されており、現地調査の際も駐車場とし

て利用されていたことから、代理人を通じて、過去の経緯を含めた始末書の提出を

求め、農地法の許可なく今後このような事が無いよう、指導を行ったところであり

ます。 

番号８号、所有権移転、売買、事務所、事務所１棟１２２．８７㎡、駐車場１，

３２２．４０㎡、整備場等６，０５４．５３㎡、東…市道、西…里道、南…宅地、

市道、北…宅地、他人畑、境界…ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。 

この件につきまして、事務局より説明します。 

 

吉 田 支 局 この件についてご説明いたします。（図面掲示） 

申請地は、支所から南に約３．０ｋｍに位置する、市道石下谷・大原線沿いの、

相当数の街区を形成している区域内にある「街区内農地」に該当する第２種農地で

す。 

申請人は、市内で運輸事業等を営む法人で、今回の申請地は赤色で囲った２筆の

畑と隣接する宅地等を一体利用するものです。 

令和２年４月から鹿児島市交通局より路線移譲が行われることで、バスの増車に

よるバス駐車場が不足するため、県総合教育センターの北側に位置し、県道鹿児島

吉田線も近い当該地を吉野・川上・岡之原・西伊敷方面行のバスの中継ターミナル

として活用しようとするものです。 

雨水は市道側溝へ、事務所兼休憩所は既存建物（軽量鉄骨２階建）を利用し、整

備場（鉄骨造２階建）、自家用給油所（鉄骨造平屋建、地下タンク）、洗車機を設置

します。 

また、土地利用調整課等関係機関ともすでに協議済みです。 

つきましては、他に代替地もないことから、今回の申請はやむを得ないと判断し

たものです。            

以上です。 

 

議    長 次に、喜入、１０番委員お願いします。 
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１ ０ 番 委 員 ご報告します。 

番号９号、所有権移転、贈与、庭敷地、庭敷地１７８．００㎡、駐車場等８６．

００㎡、東…私道、西…他人畑、南…市道、他人畑、北…宅地、境界…ブロック積、

雨水…自然流下。 

番号１０号、所有権移転、売買、駐車場、貸駐車場１５０．００㎡、転回場等１

１６．００㎡、東…宅地、他人畑、西・南…宅地、雑種地、北…河川、境界…ブロ

ック積、雨水…自然流下。 

番号１１号、所有権移転、贈与、一般住宅、住家１棟９９．３７㎡、庭敷地等３

００．６３㎡、東…他人田、西・北…市道、南…渡人田、境界…コンクリート擁壁、

雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。 

番号１２号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟９９．３７㎡、庭敷地等１

８９．６３㎡、東…他人畑、西…宅地、南…宅地、私道、北…水路、境界…ブロッ

ク積、雨水…私道側溝、汚水…合併浄化槽。 

番号１３号、所有権移転、売買、発電施設、太陽光発電３９５．８３㎡、通路等

２６１．１７㎡、東…山林、西…里道、南…他人畑、北…県道、境界…防護柵、雨

水…自然流下。 

この件について補足説明をいたします。 

申請人は喜入一倉町にある農地を取得し、太陽光発電施設として転用を行うもの

です。 

発電規模としましては、太陽光パネル２０４枚、最大出力４９．５ｋＷになりま

す。 

なお、九州経済産業局からの設備認定通知書は、平成３１年３月２６日に承認を

受け、また九州電力への系統連係に係る契約も平成３０年１２月１９日付で承諾さ

れております。 

以上です。 

 

議    長 次に、松元、３番委員お願いします。 

 

３ 番 委 員 ご報告します。 

番号１４号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟６３．８２㎡、庭敷地等４

３５．１８㎡、東…宅地、西・南…里道、北…市道、境界…ブロック積、雨水…市

道側溝、汚水…合併浄化槽。 

番号１５号、所有権移転、売買、建売住宅、住家１棟５２．１７㎡、庭敷地等１

８５．８３㎡、東・西・北…宅地、南…市道、境界…ブロック積、雨水…市道側溝、

汚水…合併浄化槽。 

番号１６号、所有権移転、売買、宅地分譲、宅地分譲７１４．５５㎡、通路等３

３３．４５㎡、東…宅地、西…水路、南…県道、北…農道、境界…ブロック積、雨

水…自然流下。 

以上です。 

 

議    長 次に、郡山、１１番委員お願いします。 
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１ １ 番 委 員 ご報告します。 

番号１７号、所有権移転、売買、建売住宅売買、住家１棟５６．７０㎡、庭敷地

等９５．４８㎡、東・西・南…宅地、北…市道、境界…ブロック積、雨水…市道側

溝、汚水…合併浄化槽。 

番号１７について補足説明をさせていただきます。 

本件は建売住宅売買となっておりますが、建売住宅建築につきましては、平成３

１年４月２６日付で５条転用許可済みであります。 

今回の申請はその完成した建売住宅を受け人が購入することによるもので、本来

は許可不要です。 

しかし、当該地は土地区画整理事業を実施中の地域内に位置し、事業完了するま

で、地目変更登記ができず農地のままであること、所有権移転を行うには、不動産

登記令（第７条第１項第５号ハ）により、農地法の許可書の添付を求められること

から、便宜的に許可を行う必要があるものです。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。 

今回の第５条案件の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、全て、

第２種、第３種農地に該当すると判断されます。お目通しをお願いいたします。 

 

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

〔「９番委員」挙手あり〕 

 

はい、９番委員どうぞ。 

 

 

９ 番 委 員 番号８の転用目的施設等の中に、整備場等とありますが、整備場等というのは、

どういう施設ですか。 

 

吉 田 支 局 この整備場につきましては、バスを５４台ここに駐車場として置くわけですけ

ど、そのバスの整備をするために、ここに整備場を設けるといういことでございま

す。 

 

９ 番 委 員 整備場というのは、建物があって、その中で車の整備をするというふうに思って

いるのですが、建物はできないのですか。 

 

吉 田 支 局 この整備場は、鉄骨２階建の建物を造り、この中でバスの整備を行うということ

です。 

 

９ 番 委 員 ２階建の建物ですね。６，０５４㎡の建物ということですね。 
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７ 番 委 員 従来から、農地転用をする時は、上限を２，０００㎡位という制約があったんで

すけど、今回は面積が大きいですが、これは公共のものということで、特例がある

ということですか。 

 

事 務 局 この面積については、必要である面積であることの挙証責任は、転用実行者にあ

りますが、配置図等でちゃんと提出されておりますし、先程、吉田支局の方から説

明がありましたように、土地利用調整課等との協議も完了しておりますので、特段

問題のない案件であると考えます。この後申し上げますが、３，０００㎡を超える

農地となりますので、この議決の後、来月１０日の県農業会議の意見を諮る案件に

はなります。 

以上です。 

 

７ 番 委 員 わかりました。 

 

議 長 ほかに、何かご意見、ご質問等はありませんか。 

 

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題３．「農地法第５条許可申

請に関する件」１７件につきましては、原案どおり許可するものと決定し、申請人

に許可書を交付することといたします。 

但し、転用面積が３，０００㎡を超える番号８号につきましては、「県農業会議」

に意見聴取し、許可して差し支えのない旨の回答を得た後、許可書を交付すること

といたします。 
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議題４．農地法第１８条第６項の規定による通知に関する件 

１５ページ～１７ページ ４件 

議 長 次に、議題４．「農地法第１８条第６項の規定による通知に関する件」を審議し

ます。 

吉田、喜入、松元地区に合意解約の通知が出ております。 

委員の皆さんには、お目通しをお願いいたします。 

 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題４．「農地法第１８条第６

項の規定による通知に関する件、４件につきましては、原案どおり受理すること

に決定いたします。 

 

 

議題５．非農地認定に関する件 

１８ページ～２２ページ １１件 

議    長 次に、議題５．「非農地認定に関する件」を審議します。 

まず、本庁、９番委員お願いします。 

 

９ 番 委 員 ご報告します。 

番号１号、調査結果：杉、雑木自然繁茂、約３０年経過、現況山林。 

この件について、補足して説明いたします。 

申請地は、広木１丁目の市街化区域内にあり、申請人は、申請地を平成１５年

に資材置場に転用する目的で５条届出により取得し所有権移転は行ったものの、

転用行為がないまま現在に至っております。 

今回経緯書添付のうえ、非農地証明願いが提出されたものです。 

番号２号、調査結果：唐竹、雑木自然繁茂、約３０年経過、現況山林。 

番号３号、調査結果：雑木自然繁茂、約３０年経過、現況山林。 

以上です。 

 

議    長 次に、伊敷、６番委員お願いします。 

 

６ 番 委 員 ご報告します。 

番号４号、調査結果：檜、約４０年経過、現況山林。 

番号５号、調査結果：４２７４：檜、雑木自然繁茂、約３０年経過、現況山林。

４２７９：雑木自然繁茂、約４０年経過、現況山林。 

番号６号、調査結果：檜、孟宗竹自然繁茂、約３０年経過、現況山林。 

番号７号、調査結果：檜、孟宗竹自然繁茂、約３０年経過、現況山林。 

以上です。 

 

議    長 次に、吉野、１３番委員お願いします。 
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１ ３ 番 委 員 ご報告します。 

番号８号、調査結果：通路として５０年経過、現況道路。 

番号９号、調査結果：住家１棟、１４年経過、現況宅地。 

以上です。 

 

議    長 次に、松元、３番委員お願いします。 

 

３ 番 委 員 ご報告します。 

番号１０号、調査結果：住家１棟、８４年経過、現況宅地。 

番号１１号、調査結果：住家２棟、１８年経過、現況宅地。 

以上です。 

 

議    長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題５．「非農地認定に関する

件」１１件につきましては、原案どおり認定することに決定いたします。 

 

 

議題６．農地利用変更届出に関する件 

２３ページ １件 

議 長 次に、議題６．「農地利用変更届出に関する件」を審議します。 

それでは、喜入、１０番委員お願いします。 

 

１ ０ 番 委 員 ご報告します。 

番号１号、埋立理由・工事内容及び変更後の使用目的：周辺土地より低いため

盛土をして利便性を高める。工事開始日：令和２年３月１日、工事終了日：令和

２年８月３１日、周囲の状態：東…他人田、西…市道、南…水路、北…別件５条

申請地、境界…コンクリート擁壁、作物…野菜、高さ…０．９２～０．９５ｍ、

搬入土…シラス、黒土。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、調査員から説明がありました。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題６．「農地利用変更届出に

関する件」１件につきましては、原案どおり受理することに決定いたします。 
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議題７．農用地利用集積計画に関する件 

２４ページ～３４ページ ２０件 

議    長 次に、議題７．「農用地利用集積計画に関する件」を審議します。 

まず、冒頭で申し上げました「議事参与の制限」について再度お知らせいたし

ます。 

３０ページ、番号６号につきましては、１８番委員自身が役員の農地所有適格

法人が、番号８から１０号につきましては、１２番委員自身が代表の農地所有適

格法人が、申請人となっている案件でございます。 

従いまして、１８、１２番委員におかれましては、農業委員会等に関する法律

第３１条の規定により、議事に参与することができませんので、順次離席いただ

き、その間に審議し、再び着席していただくことにします。 

まず、１８番委員におかれましては、離席をお願いします。 

 

（１８番委員離席後） 

 

それでは、番号６号につきまして、事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局 それでは、議事参与の制限の案件について、ご説明いたします。 

３０ページをご覧ください。 

番号６号、地目：畑、面積１，４９７．００㎡、権利の種類：賃借権、設定期

間３年、区分：更新。 

令和元年１２月２７日公告予定です。 

これらは、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると

考えます。 

以上です。 

 

議    長 ただいま、事務局から説明がありました。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題７．「農用地利用集積計

画に関する件」の番号６号につきましては、原案どおり、承認することに決定い

たします。 

次の案件の審議に入ります前に、１８番委員におかれましては、ご着席をお願

いします。１２番委員におかれましては、離席をお願いします。 

 

（１８番委員着席、１２番委員離席後） 

 

それでは、番号８から１０号につきまして、事務局から説明をお願いします。 
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事 務 局 ３０ページをご覧ください。 

番号８号、地目：田、面積１，００４．００㎡、権利の種類：賃借権、設定期

間１０年、区分：新規。 

番号９号、地目：田、面積８２９．００㎡、権利の種類：賃借権、設定期間１

０年、区分：新規。 

番号１０号、地目：田、面積７６３．００㎡、権利の種類：賃借権、設定期間

１０年、区分：新規。 

令和元年１２月２７日公告予定です。 

これらは、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると

考えます。 

以上です。 

 

議    長 ただいま、事務局から説明がありました。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題７．「農用地利用集積計

画に関する件」の番号８から１０号につきましては、原案どおり、承認すること

に決定いたします。 

残りの案件の審議に入ります前に、１２番委員におかれましては、ご着席をお

願いします。 

 

（１２番委員着席後） 

 

それでは、審議に戻ります。 

残りの１６件及び先ほどの４件を併せて、一括して事務局から説明をお願いし

ます。 
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事 務 局 議題７．「農用地利用集積計画に関する件」について、只今の分も含めまして、

ご説明申し上げます。 

２４ページをお開きください。 

「議案第７号」農用地利用集積計画（利用権設定等）調書で、令和元年１２月

２７日公告予定です。 

今回の利用権設定につきましては、使用貸借権３件１，４７０．００㎡、うち

新規２件１，１８８．００㎡、賃借権１７件２９，４９３．００㎡、うち新規１

４件２４，５２１．００㎡、合計２０件３０，９６３．００㎡、うち新規１６件

２５，７０９．００㎡となっております。 

次に２５ページをお願いします。 

これは、前ページで説明いたしました使用貸借権の設定期間別の内訳です。３

年、５年、１０年が各１件となっております。 

次に２６ページをお願いします。 

これは、２４ページで説明いたしました賃借権の設定期間別の内訳です。多い

順に設定期間１０年が１０件、３年が３件、１１年以上が２件、１年から３年未

満、５年から１０年未満が各１件となっております。 

次に２７ページをお願いします。農用地利用集積計画総括表です。 

下の合計欄をご覧ください。筆数は、使用貸借権３筆、賃借権２７筆、計３０

筆。面積は、田１０，７８９．００㎡、畑１２，９９３．００㎡、樹園地７，１

８１．００㎡、計３０，９６３．００㎡うち更新分は、５，２５４．００㎡です。 

利用権等の設定をする者及び受ける者は２０人。うち更新分は４人となってお

ります。 

次に２８ページから３３ページまでは先ほど説明しました農用地利用集積計画

総括表の使用貸借権、賃借権の内容です。 

記載事項は、利用権の設定を受ける者、設定する者、土地の所在地、権利の種

類、始期、終期、１０a の賃借、全体の賃借、耕作面積、区分等についての調書

です。お目通しをお願いいたします。 

また３４ページに農用地利用配分計画がございますが、これは、２８ページの

番号１に係るものです。農地中間管理法の改正により、本年１１月１日から、貸

し手から公社、公社から受け手への貸借を同一の総会で審議することになったこ

とによるものです。 

これらは、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると

考えます。 

以上で説明を終わります。 

 

議    長 ただいま、事務局から説明がありました。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題７．「農用地利用集積計画

に関する件」につきましては、原案どおり、承認することに決定いたします。 
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議題８．令和３年度 国への農地等利用最適化推進施策の意見について 

  別冊資料２ 

議    長 続きまして、議題８．「令和３年度 国への農地等利用最適化推進施策の意見に

ついて」を審議します。 

今月と来月のふた月にかけて話し合っていただき、来月は最終的に提案を取り

まとめていきたいと思います。 

それでは、事務局より説明をお願いします。 

 

事 務 局 「令和３年度 国への農地等利用最適化推進施策の意見について」別冊資料２

をご覧ください。 

 それでは、提案内容について、説明させていただきます。 

１ページをご覧ください。 

各地区から提案をしていただいたものを６つの項目に取りまとめました。 

「１ 有害鳥獣被害対策に関すること」、 

「２ 将来の農業を担う農業後継者等の育成・確保等に関すること」、 

「３ 遊休農地の解消や発生防止に向けた農地等の基盤整備の推進等に関するこ

と」、 

この３項目につきましては、昨年度提出した提案の継続意見となりますので、２ペ

ージから６ページの提案内容等につきましては、お目通しください。 

「４ 活動火山周辺地域防災営農対策事業の補助事業施設に係る固定資産税の減免

について」、５「未相続農地及び所有者不明土地について」、６「食料自給率低下を加

速させる日米貿易協定について」は、新たな提案になりますので要点を読み上げます。 

７ページをご覧ください。 

活動火山周辺地域防災営農対策事業の補助事業施設に係る固定資産税の減免につ

いて 

活動火山周辺地域防災営農対策事業は、桜島の降灰被害を防ぐために、降灰・火山

ガスへの耐久性等を考慮した施設とする必要があることから事業費は高額となり、こ

の事業により設置される硬質ハウスの償却資産に係る固定資産税が農家の大きな負

担となっている状況である。 

また、農業経営は、農産物価格の低迷などにより、非常に厳しく、生産コストの低

減を余儀なくされております。降灰下におけるこのような農業の実情をご賢察いただ

き、防災営農対策事業に係る固定資産税の算定に当たっては、事業費の自己負担部分

を対象に課税するなど、減額について特段のご配慮をお願いしたい。 

また、減価償却の済んだ施設については、償却資産に係る固定資産税の免税をお願

いしたい。 

８ページをご覧ください。 

納税管理人への所有権移転について 

農地集積、道路改良、農地整備などを行うにあたり、未相続地や所有者不明地が事

業の妨げとなっている。 

国は所有者不明土地等対策の推進に関する基本方針を閣議決定するなどの対策を

講じているが、さらに踏み込んだ施策として、納税管理人として 20 年以上固定資産

税を負担している者にその事実をもって、その土地の名義を変更できるようにしても

らいたい。 

 相続登記事務処理等の簡素化について 
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 相続登記処理に高い経費も係るうえに大変煩雑であるため相続登記の処理をしな

い方も多々いる。未相続農地が増えると農地の利用権設定や売買も難しくなってくる

ため、もう少し安価で簡単にできる制度へ見直しを行っていただきたい。 

 食料自給率低下を加速させる日米貿易協定について 

 令和元年１２月４日に日米貿易協定がアメリカの言うがままに批准された。すでに

ＴＰＰ、ＥＰＡと農産物の自由化が大幅に認められている。さらに、日米貿易協定で

食料の自給率はさらに引きさげられる。 

 日米間では、「第２ラウンド」である日米ＦＴＡが協議されようとしている。日本

の経済主権を脅かす今後の協議にも反対する。 

以上です。 

よろしくお願いします。 

 

議    長 ただいま、事務局から説明がありました。 

内容を検討し、提案事項を整理したいと考えますが、皆様から何かご意見・ご

質問等ございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、議題８．「令和３年度 国への農地等利用最適化推進施策の意見につ

いて」は、皆様方から出されたご意見を基に、運営連絡会と事務局で整理し、次

回の第１１回総会で再度まとめたいと思います。 

 

 

議題９．農業振興地域整備計画に係る意見に関する件 

別冊資料３ 

議    長 次に、議題９．「農業振興地域整備計画に係る意見に関する件」を審議します。

別冊資料３です。 

本件については、計画全体見直しに当たり、農業振興地域の整備に関する法律

に基づき、農地の流動化等について、農業委員会の意見を聞くものとなっており

ます。 

それでは、農政総務課お願いします。 
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農 政 総 務 課 それでは、別冊資料３をご覧ください。 

今回、農業振興地域整備計画に関する法律等に基づき、計画の策定にあたり、

農地の流動化等について、農業委員会へ意見を聴くことになっておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

先ず、１の農業経営の規模の拡大及び農用地等の効率的かつ総合的な利用の促

進を図るための方策ですが、近年、農家戸数、農業就業人口が減少する傾向にあ

り、一戸当たりの経営規模は拡大するものと考えられております。今後は、農地

の流動化が規模拡大に結びつくよう、認定農業者等の担い手へ農用地の利用集積

を図り、さらに認定農業者等の担い手の育成を図ることなどが必要なことから、

農業経営の規模拡大及び農用地等の効率的かつ総合的な利用の促進を図るため、

次の下表のア新規就農者の確保・育成、イ多様な農業担い手の育成、ウ農業経営

基盤強化促進事業、エ農地中間管理事業を重点的に推進し、目標達成に努めてま

いりたいと考えております。 

次に、２の鹿児島市農用地区域等面積（案）についてですが、今回の全体見直

しによる農用地区域の数値を示しております。現時点では、案でございますが、

表の総面積の農用地区域変更前（Ａ）は、３，２４５．５ｈａで、除外が４４３．

４ｈａ、編入が１１．３ｈａあり、農用地区域変更後（Ｂ）は、２，８１３．４

ｈａとなりました。 

また、最後のページに土地利用計画図を付けておりますが、今回の見直し後の

農用地区域は、薄黄色に着色されたようなかたちになる予定でございます。 

説明は以上でございます。 

 

議    長 ただいま、農政総務課から説明がありました。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

 

〔「９番委員」挙手あり〕 

 

はい、９番委員どうぞ。 

 

 

９ 番 委 員 この土地利用計画図の中で、黄色の部分が農用地区域ということでよろしいで

すか。 

 

農 政 総 務 課 黄色の着色された部分が、農用地区域になります。 
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７ 番 委 員 せっかく農政総務課が作っていただいたけど、どこがどこかさっぱりわかりま

せん。自分の集落はどこに入っているのか、この地域が外れているのか、入って

いるのか、全然わかりません。これで意見を求めると言われても出ないです。「全

体の農地の流動化が規模拡大に結びつくよう」とあるんですけど、規模拡大をど

んどんしていっても、経営者が突然倒れた時、大規模な農地が空くと言っている

んです。それよりも、もっと小規模農家を大事にしていくような施策をしていか

ないと、管内はどんどん荒れていくという持論をもっています。皆さんいかがで

すか。今のこの地図では、判断を求められても、単に農業委員会に報告したとい

う実績だけで終わるのではないかと思います。各地区にばらして、この部分のこ

こはこうなるんですよという説明が逆に欲しいです。 

 

議    長 ７番委員の意見はよくわかりました。場所は、鹿児島は鹿、郡山は郡というふ

うに書いてありますから、しっかりとした場所を見るのは、農政総務課に行って、

それぞれ研究していただきたいと思いますが、どうでしょうか。 

 

１ ８ 番 委 員 それぞれに地域がわかるのが欲しいです。 

 

３ 番 委 員 各地区が図面を持っていると思います。各支所で出してもらえばわかるのでは

ないかと思います。 

 

農 政 総 務 課 今、ご指摘がございました図面につきましては、これを一つ一つデータで出し

ますと、１，０００ページからなります。１，０００ページをここに示すという

のは非常に難しくて、各農林事務所の方に、別に詳しい地図等を置かせていただ

いておりますので、そちらの方を見られていただきたいと思います。そしてもう

一つは、農業委員会の委員の方々に意見を求めるということにつきましては、１

番でございまして、２番につきましては、どういうふうに農用地が減りますいう

ようなことを見ていただきたいと思います。 

 

９ 番 委 員 農用地区域の変更前の数値と変更後の数値がありますが、Ｂ－Ａということで、

４３２．１ｈａ減らすということですか。 

 

農 政 総 務 課 そうです。除外というのが、いわゆるマイナス、編入というのが、新たに入れ

るというようなことで、４３２．１ｈａ見直しを経て、減少しますということで

す。 

 

９ 番 委 員 ４３２．１ｈａを減らした理由、なぜ減らしたかというのをお聞かせ下さい。 

 

農 政 総 務 課 実際に、大まかに言いますと、鹿児島市全体で、大きく減少しましたのは、鹿

児島地区でございます。大体３２０ｈａ程減少しております。大きな理由は山林

化でございまして、他にも宅地になったりとか、道路になったりとか、そういう

理由になっております。この２つで大体３５０ｈａ減るということでございます。 
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９ 番 委 員 ４３２ｈａというのは、農業委員会からの申請とか、そういうのとの関係では

どうなりますか。農政総務課の方が、これだけ減らしたんだとおっしゃいますけ

ど、我々がその現地を見て、これは山林化してるのだから、農地ではないという

ような判定をした部分なのか、それとも勝手に農政総務課の方が、ここは山林だ

から農用地区域から外すというふうにされたのか、どっちなんですか。 

 

農 政 総 務 課 農政総務課の職員だけでなく、昨年農業委員会の方と一緒に現地を回りまして、

その中で山林化されているものをしっかりと確認しております。 

 

議    長 農業委員会でもしている非農地判断もあります。 

 

農 政 総 務 課 非農地判断についても、この中に含まれております。 

 

議    長 ほかに、何かご意見、ご質問等はありませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題９．「農業振興地域整備計

画に係る意見に関する件」につきましては、審議を終了いたします。 

 

議題の審議は以上です。 

続きまして、報告事項に入ります。 
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報        告        事        項 

１．国土利用計画法による届出・土地に関する調書について 

３５ページ～３６ページ ２件 

議 長 続きまして、報告事項１「国土利用計画法による届出・土地に関する調書につ

いて」 

まず、吉田、事務局お願いします。 

 

吉 田 支 局 この件につきまして、事務局からご報告申し上げます。 

この調書は、区域区分の定めのない都市計画区域内の 5,000 ㎡以上の土地の売

買であるため、申請人から本市の土地利用調整課へ、国土利用計画法の規定によ

る届出書が１２月４日に提出されました。 

申請地の一部に農地が含まれていたことから、農業委員会事務局に意見を求め

られ、回答したものです。 

表内の左側１の「申請等に係る事項等」の欄ですが，譲受人、譲渡人、農地の

所在は記載のとおりであり、地目別面積は（畑）４，０９３㎡、転用目的はバス

駐車場と付帯施設です。 

次に「２ 農地の区分等」ですが、区域区分の定められていない都市計画区域

内の用途地域の指定のない地域内の農地であり、「第２種農地の街区内農地」に該

当するものでございます。 

次に「３ その他の土地利用計画との関係」の欄の「農業振興地域整備計画と

の関係」ですが、農業振興地域内で農用地区域外でございます。 

その他の土地利用計画との関係ですが、「届出地には農地が含まれているので、

転用の際は農地法第５条第１項に基づく許可が必要ですが、令和元年１２月１０

日付で農地法第５条第１項の許可申請がなされたところである。（１１ページの番

号８の別件５条許可申請地と同一の農地）」 

以上のとおり土地利用調整課へ１２月１６日付けで回答したところでございま

す。 

以上で報告を終わります。 

 

議    長 次に、松元、事務局お願いします。 

 



 - 20 -  

 
 

松 元 支 局 この件につきまして、事務局からご報告申し上げます。 

この調書は、区域区分の定められていない都市計画区域内において、５,０００

㎡以上の土地の売買契約がなされたため、１１月１２日付けで、本市の土地利用

調整課へ、国土利用計画法の規定による届出書の提出があり、届出地に農地が含

まれることから、農業委員会事務局に意見を求められ、回答したものでございま

す。 

表内の左側１の「申請等に係る事項等」の欄ですが，譲受人、譲渡人、農地の

所在は記載のとおりであり、届出の総面積は、２２，０８４．９２㎡ですが、う

ち農地の地目別面積は、田２４９㎡、畑１，１６３㎡となっています。 

次に「２ 農地の区分等」ですが、区域区分の定められていない都市計画区域

内の用途地域の指定のない地域内の農地であり、「第２種農地のその他の農地」に

該当するものでございます。 

次に「３ その他の土地利用計画との関係」の欄の「農業振興地域整備計画と

の関係」ですが、農業振興地域外、農用地区域外でございます。 

その他の土地利用計画との関係」ですが、「届出地には農地が含まれていますの

で、転用又は一時転用の際は農地法第５条第１項に基づく許可が必要です。なお、

利用目的には「現況利用」とあったため、土地利用調整課に確認したところ、現

在のところ事業計画が未定との事でありました。よって許可申請おいては転用の

目的、実施時期、事業計画が明らかであることが必要となる」旨、回答しました。 

以上のとおり土地利用調整課へ１１月２７日付けで回答したところでございま

す。 

以上で報告を終わります。 

 

２．農地法第３条の３届出専決に関する報告について 

３７ページ～３９ページ １３件 

議 長 次に、報告事項２「農地法第３条の３届出専決に関する報告について」 

報告事項３「農地法第４条・５条届出専決に関する報告について」 

報告事項４「農用地利用配分計画に関する報告の集計について」 

それでは、事務局の報告をお願いします。 

 

事 務 局 

 

３７ページをお開きください。 

報告事項２ 農地法第３条の３届出専決に関する報告の集計表です。 

この専決処理は、農地等について相続などで権利の取得があった場合は、市町

村の農業委員会に届出を要するもので、今回の届出は１３件です。 

登記地目別では、田２４筆、１３，７２３．００㎡、畑５０筆、２１，３３９．

００㎡となっております。取得した事由別数は、相続が１１件、その他が２件。

権利の種別は、所有権が１３件。農業委員会によるあっせん等は、有が１件、無

が１１件となっております。 

３８ページから３９ページは、農地法第３条の３関係の内容です。 

お目通しをお願いいたします。 
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３．農地法第４条・５条届出専決に関する報告について 

４０ページ～４８ページ ３０件 

事 務 局 

 

４０ページをお開きください。 

報告事項３ 農地法第４条・第５条届出専決に関する報告の集計表です。 

これらは、市街化区域内農地の転用届出に関するもので、事務局長の専決で処

理しましたものです。 

転用目的別では、第４条関係では、一般住宅が１件となっております。 

第５条関係では、多い順に一般住宅が２１件、駐車場、その他が各３件、資材

置場、店舗等が各１件、合計２９件となっております。 

４１ページは、４条関係１件、４２ページから４８ページは、５条関係２９件

の内容です。お目通しをお願いいたします。 

 

４．農用地利用配分計画に関する報告の集計について 

４９ページ～５１ページ ８件 

事 務 局 

 

４９ページ「報告事項４」をお願いします。 

令和元年１１月２８日認可の農用地利用配分計画に関する報告の集計です。 

これらは、県地域振興公社が作成した農用地利用配分計画について、県知事が

認可したことにより、令和元年１２月１日から貸付の始期が始まるものです。 

使用貸借権８件１２筆５，８８２．００㎡となっております。始期は令和元年

１２月１日からになります。 

今回の分は、１０月の総会で審議していただいた農用地利用集積計画で、農地

を中間管理機構である県地域振興公社に貸し付けたものを、同公社が担い手へ貸

し出したものになります。 

５０ページから５１ページは、先ほど説明しました農用地利用配分計画の内容

です。 

お目通しをお願いいたします。 

 

５．鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点検の実施状況について 

別冊資料４ 

議 長 次に、報告事項５「鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点検の実施状況に

ついて」 

それでは、事務局の報告をお願いします。 
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事 務 局 

 

報告事項５ 鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点検の実施状況について

報告いたします。 

別冊資料４をご覧ください。 

表の一番下の合計欄をご覧ください。 

まず 二段書きの上の段の１０月期については、訪問戸数１６５戸、うち不在

１９戸、調査回答戸数１４６戸、貸出希望５戸１３３．６０アール、借入希望、

貸出実績、借入実績、中間管理事業活用実績は、ありませんでした。 

次に、下の段の累計については、訪問戸数２，９３２戸、うち不在１３７戸、

調査回答戸数２，７７６戸、貸出希望１６２戸３，５２１．９６アール、借入希

望３１戸１，６６４．００アール、貸出実績１１戸１２７．０５アール、借入実

績６戸５５．０８アール、中間管理事業活用実績はございませんでした。 

各地区の実績についてはお目通しをお願いします。 

以上で報告を終わります。 

 

議    長 

 

ありがとうございました。 

 

本日の議事は、全て終了しました。 

 

（議事終了：午後２時２０分） 

 

続きまして、事務局から何か連絡事項等はございませんか。 

 

事 務 局 

 

 

 

・令和元年度第１１回総会（月例）開催日時は、 

１月２８日（火）午前１０時開会  本館２階 講堂 

 

引き続き、令和元年度第２回合同委員会を午後２時４５分から開催いたします。 

 

議    長 以上で、本日の総会を終了いたします。 

 

閉 会（午後２時２５分） 

 

 


